










河 本 敦 夫
関西意 匠学 会創立 の第一回 の大会 が開 かれたのは,昭 和34年11月の ことで あ
ったが,そ の時,私 は研究発表 の司会 をつ とめた記憶 が ある。当時関西で デザ
イ ンの リー ダー格で あ った方 々 が日頃 の見解 を発表 された。今か ら思 えば,産
業興隆 に契合 したデザ インの反 省すべ き問題 点 は未 だ申覚 されず,い わば我 が
世 の春 といった雰囲気 を伴 っていた。 あの頃 はデザ イナー とい えば,昔 の 新帰
朝 者で もあ るが ごと く世 間 は大手 をひろげて迎 え,デ ザ イ ン関係 の大学卒 業生
は,諸 企業 が争 って求 め採用 した。 こ うした我 が世の春 はその後十 年余はつづ
いたで あろ うか。 その間 ,わ れ われの学会 も十周 年 を迎 え,本 誌 の記 念号 が発
刊 された。 それ までの学 会の傾 向 も,正 直 な ところ,デ ザ イ ン行為 に直結 した
研究 も しくは現 場報 告 を中心 と しが ちで あった。 それ も,研 究者 や教 育者 以外
に多 くのデザ イナー が参加 されて い る当学 会で は,大 切 なことで あった。 しか
し,そ れ には楽 天的 なデザ イ ン状況 が背景 をな していた ことも,見 の がせ ない
で あろ う。つ ま り,デ ザ イ ンその もの の本来 あるべ き在 り方 や本 質 につ いて,
深 く反省 を してみ る ことが,当 時 の状況 ⑳中で は,と か く回 りくどいこと と し
て見 過 されがちで あった。 その頃 に,京 工繊 大で デザ イ ンの基礎 講座 を担 当 さ
せ られて いた私 は,っ くつ く上 の事情 を体験 した もので あった。
さて,あ の10周年 か らまた10年が過 ぎて いった が,そ の間の デザ イン状況 は,
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過去 の栄光 が次 第 に薄 れ,楽 天的展 望 を許 さない苦 難の道へ とさしか か り,さ
ま ざまな岐路 や迷路 が人び とを待 ちかまえていた。 そ して,こ の状況 は人 び と
を して,新 しい指 針,根 の ある,し っか りとしたデザ イ ン思想 を求め させず に
はお かなかった。 この ことは,或 る意味で学会 の更新 に少 なか らず役 立 った。
つ ま り,デ ザ イ ンその もの を深 く学的 に堀 りさげ反 省す る気運 が高 まって きた
か らで あ る。心 ある入 び とは,戦 後 い ち早 く海 外か ら流入 し来 たった 旧来 のデ
ザ イ ンや その思 想 を何 とは な く鵜呑 み にす ることを止め,歴 史的 にその成 り立
ちを探 り,ま た根底 の思想 を検討 す るよ うに なってい ったので あ る。 それは特
に若い世代 の人 び との中 に強 い要 求 と して速 か に現 われ始 めたよ うに思 う。 日
日若い専攻学 生 に接 し院生の議論 を耳 に していた私 は,切 実 にこの息 吹 きを身
に感 じ,私 な りに彼 らに応 え得 る探 求 に努 めた もので ある。無論,学 会誌 や例
会,大 会 にお ける研究発 表 も,そ うした傾向 が次第 に重 きをな してい った。
上 の よ うな状 況の変化 は,既 に推 察 される ごとく,い わゆる高度生 長の命運
と平行 していたので あ る。特 に企業 との関係 が密 な工 業デザ イ ンや建 築設計 に
おいて浸 透 して いた機 能 主義 は,最 も早 く反省 と検討 の対象 とな らざるを得 な
かった。 ほ とん ど伝統的 な権威 となって いたバ ウハ ウス系統の造形 とその思想
が,資 料 の豊富 な輸 入 にも助 け られて,精 しく考察 され るよ うにな り,特 にモ
ホ リ ・ナ ギの諸論 文 が新 た に若 い世代 の関心 を呼び,現 代 的意義 が探 りと られ
た り,ル ・コル ビュジ ェの真意 や功 罪 が問 われた りし始め たので ある。 また当
然 の ことなが ら,更 に溯って ラスキ ンやモ リス につ いて も,新 たに入 手 され易
くなった 多 くの資料 に基づ いて,若 い学徒 によ る研 究 が進 め られた。 しか し,
これ らを通 じて次 第 に現 われ始 めた見解 は,さ まざまで あった。機能主義 の真
意 を自覚 して,改 めて これ に依拠 しよ うとす る もの,或 はその中 にモ ホ リ ・ナ
ギの ごと く全人 間性 を根底 に置 こ うとす る善意 を認 め,こ れ をよ り発展 させ よ
うとす るもの,更 には知的 合理 性 の枠 にと らえられた歪 な在 り方 に強 い抵 抗 を
示す もの など,さ ま ざまに異 っていた。 それは或 る意 味で今 日もつづ いて いる
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ので ある。思 うに,自 然科学 的文明 が進 み行 く限 り,機 械的 生産 が避 け得 ぬ限
り,こ うした状 況が 多少 とも存続 す ること,又 いつかは時 を得て活発 となるで
あろ うことは当然考 え られ る。
しか し,周 知 の ごと く高度 生長 の もた らした人 間及び その環境の歪 みの激 し
さは,自 然科学 的文明 に対 す る多 くの批判 を呼 び,人 工よ りも自然,機 械 よ り
も手づ くり,国 際的平均的 なもの よ り民 族的地域的 なもの,無 差別 に与 え られ
るよ りも,み ず か ら個性的 に選 び得 るもの な ど,そ れ らに対す る要求 が潮の高
鳴 るがご とく起 ったので ある。大 まか に言 って,そ れ は知的 合理 性 に対 す る非
合理 性 の欠如,必 然性 に対 す る偶然性 の看過 とい う機械 的文明の性格 を拒否 す
る抵抗で あ る。言 うまで もな く生活 に直接関 わ るデザ インの造形 は,こ の文 明
の欠陥 を克服 す る責務 の一 端 を担 わね ばな らない状 況 となった。 か くして,機
能主義 は乗 り越 えねばな らぬ一種 の 目標 とな り,改 めて,ア ー ル ・ヌー ボー,
アール ・デ コの運 動 が振 返 え られ るよ うになった。 かつて それ らは機能 主義 の
ために敢 えなく退潮 して いった傾 向で あるが,し か し特 にアー ル ・ヌー ボーは,
当時 の象徴主 義 か らシュ ルレア リスムに至 る系統 の諸芸術領域 と広 く関 連 をも
ち,非 合理的 な生命性 の主張 を深 く蔵 してい るもので あった。 それ故,今 日こ
れが機能 主義 を乗 り越 える手 がか りを与 えるもの と して着 目 されたの も理 由の
あ ることで ある。我 われの学会 もまた慎重 にこの方向へ探求の道 を辿 りつつ あ
る。 また最後 に特筆 すべ きこ とは,地 域的特 性 をそな えたデザ イ ンの要 求 に応
じて,わ が国の デザ イ ンの生 い立 ちにつ いて新 しく系統立 った歴 史的 研究 が地
道 に展 開 されは じめ,当 学会 で も多 くの関心 を呼 んで いる ことで ある。
さて,こ うした最近数 年間 の事情 は,私 が ここに改 めて述べ るまで も なかっ
たかも知 れ ない。 しか し,二 十周 年の今,現 況 を凝視 し困難 な道 で はあ るが,
豊富 な諸 問題 に興味 の 目を輝 かせ,勇 気 と新 しい精気 を以 って立 向 って行 きた
いものだ と思 うので ある。 そ う した本学 会の姿 の実現 を信 じて疑 わない。
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